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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

７月～８月 ９月～１０月 11月～１２月

1.2歳児

水遊び 散歩 散歩

色を見つける、友達と共有する 花や実を見つける、友達と共有する 花や実を見つける、友達と共有する

3.4.5歳児

水遊び 散歩 散歩

色を見つける、色水を作る

紙、布に染めてみる、観察する

色を見つける、色水を作る

紙、布に染めてみる、観察する

色を見つける、色水を作る

紙、布に染めてみる、観察する

友達と共有する 友達と共有する 友達と共有する

1月 2月

1.2歳児

散歩 報告会準備

花や実を見つける、友達と共有する 感想をまとめる 友達、保護者と共有する

3月

報告会

3.4.5歳児

散歩 報告会準備 報告会

色を見つける、色水を作る

紙、布に染めてみる、観察する
感想をまとめる

友達と共有する 友達と共有する 友達、保護者と共有する

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

山や川、自然の豊かな環境の保育園であり、日頃目に触れる園の花壇や園まわりにある花や実をつぶして色水を

観察し、草や花にはいろいろな色があり、同じ色に見える草でも少しずつ違いがある事を理解し、つぶした色水

を紙や布に落としてみて、色の変化やにおいなどを感じる。

66-0619

ひのはら保育園

西多摩郡檜原村357

社会福祉法人やまぶき会

自然物の色

必要な物品の準備、購入

散歩、花や実を拾う、色水をつくる、記録を取る

報告の準備、報告会

まとめ、反省

散歩、花や実を拾う、色水をつくる、記録を取る



３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

園の特色（自然）を生かすようにテーマを考えた。「今日はすくわく活動の日」と定めるのではなく、日常的に

摘んできた花や実（家から持ってきたり、散歩中にいつの間にか摘んでいたり）などを材料に少人数での作業を

中心とした。「昨日の色はこんなだった」「家からあの実をもってくる」など子ども同士話しやすい環境を考え

た。水遊びと絡めた色水実験はどのクラスも楽しんでいたようだが子どもがどの作業（工程）に興味を示すか年

齢によってさまざまだったことがわかった。次年度は早めの話し合いをおこない、園の特色、園児の個性を生か

してテーマを考えていきたい。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

色を見比べやすいガラスの容器、乳幼児でも使いやすい道具をそろえた。同じサイズにそろえた布や和紙、割れ

ない素材のコップ、すりこ木、すり鉢、室内で服が汚れないようスモッグなど

園の周りや花壇などの花や実をつぶしたところ、色水がでたことから他の色の花や実がどんな色が出るのか、紙

や布が色づいたことからどんな色に染まるのか、園庭遊びや散歩をしながら興味がある花、実などを持ち帰り園

児がつぶしたりした。水遊びの日に職員が摘んできた赤い花、黄色い花をいろいろな道具ですりつぶし、紙につ

けてみて色の変化を観察した。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

夏は水遊び中に色水をつくり、大胆に手や足などで布や紙に染めた。秋から冬にかけては散歩に行った時に拾っ

てきた花や実、正月には春の七草で色水を作りどのように染まるか、どのようなにおいか、興味をそそるよう工

夫した。専用の布や和紙など、自分で選んで作業できる様にした。写真を撮り、担任に様子を聞き言葉を記録し

た。3月には活動のスライドを保護者も参加して全員に発表した。


